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「ＪR小樽駅前広場再整備基本計画」の策定について 

○背 景 

小樽駅前広場は整備完了から 40 年以上が経過し、現在では歩行者と車両の輻輳や車路を歩行者が乱横断
するなど、安全上の課題が出てきています。 

一方で、隣接する駅前第 1 ビルの再々開発や、北海道新幹線札幌延伸が予定されており、本市を取り巻く環
境も大きく変わろうとしていることから、駅前広場の現状整理や必要な機能の見直しを行い、新たな整備方針となる
「JR 小樽駅前広場再整備基本計画」を令和４年５月に策定しました。 

○現 状 

現在の小樽駅前広場の問題点は以下の１１項目が挙げられますが、特に問題点２及び５のような車両の輻
輳に関するもの、問題点１及び３のような歩行者の乱横断といった安全上の課題があります。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○基本コンセプト・整備方針 

  本市では、「安全性」や「利便性」を考慮した、にぎわいのある新たな駅前広場を目指すため以下の基本コンセプ
ト等を設定しました。 

 

 

 

 

 

●安全・安心な交通広場機能の確保 ●交通結節点機能の強化          
●新幹線開業後の需要への対応 ●再開発事業等との広場機能分担    

 

 

●安全で快適な歩行空間の確保    ●交流拠点機能の向上           
    ●景観の保全（駅と海）     ●交通アクセス情報提供施設の配置    
    ●災害時にも活用できる歩行者骨格軸を起点としたオープンスペースの確保       

問題点１ 
歩道幅を超えて人
が横断している、 
信号無視がある 

問題点 1 
荷捌車やレンタカ
ーと歩行者が交差
している 

問題点 2 
共用車路に区画
線がなく、ドライバ
ーにわかりにくい 

問題点 5 
タクシー降車場、
自家用車送迎場
がない 

問題点 4 
⾧期放置自転
車や乱雑な利用
がされている 

問題点 4 
駅広利用と異な
る用途で使用さ
れている 駅前広場全体 

問題点 6 
将来人口の減
少による利用
者数の変化 

問題点 8 
公共交通の
誘導不足 

問題点 8 
バス停(●)が
分散している 

問題点 7 
新幹線開業
への未対応 

問題点 10 
小樽の玄関口
としての魅力の
低下 

問題点 11 
滞留空間
の不足 

問題点１ 
駅前広場まで横断歩
道を２か所通らなくては
ならず移動距離が⾧い 

『小樽の玄関口』にふさわしい 
質の高い駅前広場の創出 

基本コンセプト 

安全性と利便性の高い交通拠点づくり 

再整備方針１ 

周辺と一体となった魅力ある空間の創出とにぎわいづくり 

再整備方針 2 

問題点 9 
再整備後の歩道
橋の接続が困難 

問題点 2 
出口付近が混沌
としている 

問題点 5 
バス区画に自家用
車が侵入し、バスの
運行を阻害している 

問題点 3 
駐車場や駐輪場から小樽駅
への最短距離となる車路部
を歩行者が通行している 
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                                     ○再整備案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(建物一体型) 

(建物一体型) 

(平面型) 

・基本コンセプトや再整備方針を踏まえ作成した３つの案を 

本計画の再整備案としました。 


